
全
国
で
は
、
毎
年
約
３
万
人
が
自

ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の

自
殺
者
数
は
年
間
約
４
５
０
人
で
、

こ
れ
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
約

４
倍
で
す
。

自
殺
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生

活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
に
よ
り
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
状
態
か
ら
起

こ
る
こ
と
が
多
く
、
亡
く
な
っ
た
人

の
大
半
は
自
殺
す
る
前
に「
う
つ
病
」

な
ど
の
病
気
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
や
不
眠
な
ど
で
心
が
疲

れ
る
と
誰
で
も「
う
つ
病
」に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
変

化
に
気
付
い
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
か
、

電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
周
囲
に
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、専
門
家
に
つ
な
ぎ
、

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統

一
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
５
７
０(

０
６

４)
５
５
６
、
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
1
０
２
７(

２
６

３)

１
１
５
６

問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
保
健
福
祉

事
務
所
1

２
１
８
５
、
健
康
課

保
健
係(

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

1
内
線
７
６
２
０
４
、
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1

内
線
７
７
２
６
８
へ

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る

障
害
の
あ
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
通
報
や
届
け
出
を
し
た
人
の
個
人

情
報
は
、
守
秘
義
務
に
よ
り
守
ら

れ
ま
す
。
匿
名
に
よ
る
通
報
も
受

け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ

市
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
５
２
へ

在
宅
で
心
身
障
害
の
あ
る
人
の
介

護
を
行
う
保
護
者
が
一
時
的
に
介
護

が
で
き
な
い
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め

市
に
登
録
し
て
い
る
介
護
者
に
介
護

を
委
託
す
る
制
度
で
す
。

利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
資
格
を
有
す
る

人
で
、
登
録
介
護
が
で
き
る
人
は
市

に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
介
護
者
の
資
格

保
育
士
、
社

会
福
祉
主
事
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
教
諭
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
持
つ
人

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
５
２
へ
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引(

売

買
契
約
や
売
買
予
約
、
代
物
弁
済
な

ど)

を
行
っ
た
場
合
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
り
、
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
区
域

内
で
は
５
０
０
０
㎡
以
上
、
同
区
域

外
で
１
万
㎡
以
上
で
す
。

契
約
締
結
後
は
、
２
週
間
以
内
に

市(

都
市
計
画
課)

を
経
由
し
て
県
知

事
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
計
画
係

内
線
1
４
２
２
８
へ

県
看
護
協
会
で
は
、
現
在
就
職
し

て
い
な
い
看
護
職
の
資
格
を
持
つ
皆

さ
ん
の
再
就
職
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

再
就
職
に
不
安
な
人
の
講
習
会
や
病

棟
実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
看
護
協
会
へ
の
登
録
も

推
進
し
て
い
ま
す
。

■
復
職
支
援
研
修
会

と
き

９
月
10
日(

水)

か
ら
12
日

(

金)

ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
45
分

と
こ
ろ

国
立
病
院
機
構
沼
田
病
院

受
講
料

無
料

そ
の
他

研
修
会
と
登
録
の
詳
細
は
、

県
看
護
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

県
看
護
協
会
1
０
２

７(

２
６
９)

５
５
６
５
へ

県
農
業
公
社
で
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
に
よ
る
農
地
の
借
受
希
望
者

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

申
込
方
法

県
農
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(http：

//w
w
w
.gnk.or.jp

/)

上
か
ら
農
用
地
等
借
受
応
募
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
農
林

課
振
興
係
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る

応
募
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

群
馬
県
農
業
公
社(

〒
３
７
１-

０

８
５
２
前
橋
市
総
社
町
総
社
２
３

２
６-

２)

に
郵
送
、
ま
た
は
持
参

申
込
期
限

９
月
30
日(

火)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(

公
財)

県
農
業
公
社
1
０
２
７(

２
５
１)

１
２
２
０
、
農
林
課
振
興
係
1
内

線
３
２
３
４
へ

と
き

10
月
18
日(

土)

午
前
９
時

と
こ
ろ

川
田
運
動
広
場

対
象

市
内
在
住
の
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
と
そ
の
家
族

申
し
込
み

10
月
３
日(

金)

ま
で
に

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ

■
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
は
、

市
内
７
支
部
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数

は
約
２
０
０
人
で
す
。
相
互
援
助
を

推
進
し
資
質
の
向
上
や
地
域
と
の
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

主
な
活
動

定
期
総
会
の
開
催
／
研

修
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
／
県
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
が
主
催
す

る
各
行
事
へ
の
参
加
／
各
支
部
独

自
の
行
事
な
ど

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
６
８
へ

と
き

10
月
26
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
東
消
防
署

２
階
会
議
室(

利
根
町
平
川)

定
員

10
人(

先
着
順)

申
し
込
み

９
月
10
日(

水)

か
ら
10

月
24
日(

金)

ま
で
に
、
最
寄
り
の

消
防
署
へ(

土
・
日
曜
日
、
祝
日

も
受
け
付
け
ま
す)

問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署
1
●
１

７
３
４
、
東
消
防
署
1
●
２
３
０

０
、
西
消
防
署
1
●
０
０
０
２
、

北
消
防
署
1
●
４
３
４
９
へ
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お
知
ら
せ

９
月
は
自
殺
予
防
月
間
で
す

市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
の
あ
る
人
の
登
録
介
護
者

(

レ
ス
パ
イ
ト)

事
業
の
案
内

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す

看
護
職
員
等
復
職
支
援
研
修
会
と

県
看
護
協
会
へ
の
登
録
の
案
内

農
地
の
借
受
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

普
通
救
命
講
習
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

募
　
　
集

���
���

月
火
水
木
金
土・日

胃下垂
急性肝炎について
慢性肝炎と肝硬変について
排卵と月経のしくみ
女性の基礎体温について
切迫早産の原因と治療

■1０２７(２３４)４
ヨ

９
ク

７
ナ

０
レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。
http://www.raijin.com/kenko/

【直接相談タイム】直接医師が電話にでます。
９月は11日(木)婦人科・内科と18日(木)歯科です。
※時間はいずれも午後７時30分～９時

９月の健康テレホンサービス
人権って何だろう

人権とは、全ての人々が生命と自由を確保し、それぞれ

の幸福を追求する権利、あるいは人間が人間らしく生きる

権利で、生まれながらに持つ権利です。誰にとっても身近

で大切なものです。豊かで成熟した社会を実現するために

は、一人一人の人権が尊重されることが極めて重要となり

ます。しかし、昨年度のわが国における人権に関する状況

を振り返ると、インターネット上の誹謗中傷やプライバシ

ー侵害、子どもに関するいじめや体罰、虐待の人権問題が

生じたほか、特定の国籍の外国人を排除する趣旨の言動が

公然と行われていることが、いわゆるヘイトスピーチとし

て取り上げられ、社会的な関心を集めた１年でありました。

法務省の人権擁護機関では、あらゆる人権侵害の予防・

救済のために、人権相談・人権侵犯事件の調査救済活動を

行っています。政府は、国民に対する人権教育・啓発活動

をさらに推進することが必要であるとの観点から、府省庁

間などの連携を図り、その取り組みを進めています。①学

校教育では、人権教育や道徳教育の一層の充実など、人権

尊重意識を高める取り組みを行い、②社会教育では、地域

が抱える課題解決に役立つ｢仕組みづくり｣の推進などによ

り、地域の社会教育における人権教育の取り組みを支援し

ています。③人権啓発では、人権について国民が正しい認

識を持ち、日常生活の中で態度面や行動面などで確実に根

付くように、さまざまな啓発活動などに取り組んでいます。

(｢法務省平成26年度　人権・啓発重点目標｣より一部抜粋)
問い合わせ 社会教育課社会教育係1内線３３３３へ

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
す


